
記入必須箇所 該当する場合の記入箇所 記入不要箇所
１枚目

４

11

21　その他の工事設計

付加コード

18　送信機

100200000001～100200000005

PD123456～PD123460製造番号

適合表示無線設
備の番号

【デジタル機及びアナログ機の例】
　001-P01001
【デュアル機の例】
　アナログ：001-P01001、デジタル：001-A01002

ＡＴＩＳ番号
個体識別コード
検定番号

偏波面コード

19　空中線

空中線型式等

高さ(ｍ)

利得(dBi)

22　備考

工
事
設
計
書
（

検
定
合
格
機
器
又
は
適
合
表
示

無
線
設
備
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

□電波法第３章に規定する条件に合致する。

（連絡事項があれば記入）

（絶対利得が2.14dBの単一型の空中線を使用する場合は記入不要）

20　附属装置
Ｓ ○○○.○Ｈｚ
Ｓ ○○○

コード 補足事項
Ｄ

（移動しながら使用する無線局の場合は記入不要。
事務所の屋内に送受信機を設置し、空中線を屋外に設置する場合など
は地面から空中線の頭頂部までの高さを記入。）

基本コード

17　電波の型式並びに希望する周
　波数の範囲及び空中線電力

無線設備から発射が可能な電波の型式、周波数及び空中線電力を記入
デュアル機の場合はデジタル周波数とアナログ周波数の両方を記入
不明の場合はメーカー等に問い合わせ願います
【150MHz帯アナログ周波数の例】
 16K0 F2D F3E 154.45～154.61MHz 20kHz間隔 9波 5W

【150MHz帯デジタル周波数の例】
 5K80 F1D F1E 154.44375～154.55625MHz 6.25kHz間隔 19波 5W

【400MHz帯デジタル周波数の例】
 5K80 F1D F1E 465.096875～465.153125MHz 6.25kHz 間隔 10波 5W
 5K80 F1D F1E 467～467.4MHz 6.25kHz 間隔 65波 5W

【中継用400MHz帯デジタル周波数の例】
 5K80 F1D F1E 465.034375～465.090625MHz 6.25kHz 間隔 10波 5W
 5K80 F1D F1E 468.796875～468.853125MHz 6.25kHz 間隔 10波 5W

【デジタル機の例】100000001～100000005
【アナログ機の例】とうかい１～５16　識別信号

14　通信事項コード ＣＲＡ
15　通信の相手方 免許人所属の簡易無線局

13　無線局の目的コード ＣＲＡ □従たる目的

12　移動範囲
基本コード〔　　Ｎ　　〕 付加コード〔　　　　　〕
基本コード〔　　　　　〕 付加コード〔　　　　　〕

８　希望する運用許容時間

フリガナ　ﾄｳｶｲｿｳﾂｳｶﾌﾞｼｷｶｲｼｬ
７　氏名又は名称及び代表者氏名

東海総通株式会社

□設置場所　□常置場所

９　工事落成の予定期日
□日付指定：　　．　　．　　.
□予備免許の日から　　月目の日
□予備免許の日から　　日目の日

区分

住所

10　運用開始の予定期日

□免許の日
□日付指定：　　 ．　　．　　.
□予備免許の日から　　月以内の日
□免許の日から　　月以内の日

　無線設
備の設置
場所又は
常置場所 船舶名

主たる停泊港又は定置場

岐阜県中津川市手賀野８８８８－８８

都道府県－市区町村コード　〔　　　　　　　　　　〕

フリガナ

都道府県－市区町村コード　〔　　　　　　　　　　〕

無線局事項書及び工事設計書
（５局分）

電話番号（０５２）９７１－９６２３

　当社は、製造販売業を営んでおります。この度、業務の効率化を図
るため簡易無線局を開設したく申請いたします。

６　住　所
〒（461－0011）
愛知県名古屋市東区白壁１－１５－１

２　申請（届出）の区分
３　無線局の種別コード

５　法人団体個人の別

１　免許の番号
□開設　□変更　□再免許
ＣＲ

□法人　□団体　□個人

　開設、継続開設又は変更を必要
とする理由

✔

✔

✔

ここにチェック

開設する理由を記入

該当欄にチェック

【法人の場合】登記されている本社住所

【団体の場合】団体の事務所の住所

【個人の場合】自宅の住所

【法人の場合】法人名のみ

【団体の場合】「団体名」＋「代表者役職名」

＋「代表者氏名」

【個人の場合】氏名

ここにチェック

無線局の保管場所（車両に取り付けている場

合は、車両を配備している事業所の住所等）

を記入。

この住所を管轄する総合通信局へ申請書は

提出願います。（愛知県、岐阜県、三重県、静

岡県は東海総合通信局へ）

希望する移動範囲のコードを記入

例１：全国（基本コード：N）

例２：東海総合通信局管内（基本コード：C）

例３：常置場所のある市区町村、その周辺

（基本コード：P 付加コード：／）

【デジタル機の場合】

「１」から始まる９桁のＣＳＭ

番号

【アナログ機の場合】

「免許人名の略称など」＋

「数字」

※アナログ機は希望する略

称と数字を記入

【デュアル機の場合】

アナログ周波数を使用する場

合のみ、12桁のATIS番号を

記入

「001」などで始まる番号（工

事設計認証番号など）を記

入。

デュアル機の場合、アナロ

グ用の番号とデジタル用の

番号の両方を記入。

一部のデュアル機は１つの

番号で２つの周波数を出せ

るものがあるので、その場

【電波の型式に「Ｆ１Ｄ」や「Ｆ２Ｄ」がある場合】

コード欄に「Ｄ」を記入

【アナログ機かつ無線設備にトーンスケルチがある場合】

コード欄に「Ｓ」、補足事項に使用するトーン信号周波数（Hz）を記入

【デジタルコードスケルチを使用する場合】

コード欄に「Ｓ」、補足事項に使用する３桁のデジタルコード番号を記入

✔

ここにチェック

開設する局数を記入

「識別信号（ＣＳＭ番号、デジタル機）」、

「ＡＴＩＳ番号（アナログ機）」、「適合表示無線設備の

番号」、「製造番号」は本体に記載すること

不明の場合はメーカー等に問い合わせ願います

注１：無線設備の製造番号が連番の場合のみ複数台を１枚でまとめて提出できます

番号が途切れる場合は、途切れた番号ごとに本用紙を作成願います

注２：常置場所の住所ごとに本用紙を作成願います

注３：１通の申請書に複数枚の本用紙を添付する事ができます

連番の場合のみ１枚で提出が可能。

連番でない場合は、その番号ごとに本

用紙を作成すること

記載例

このまま記入

このとおり記入


